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除
制
度
の
あ
る
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
も

行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
い
ま
だ
に
人
材
不
足
が
続
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も
事
業
者
と
連

携
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
、
本
町
の
介
護
分
野
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
は
、
将
来
人
口
推
計
な
ど
を
元
に

サ
ー
ビ
ス
需
要
を
予
測
し
て
検
討
し
て
い

る
。
将
来
的
に
は
隠
岐
島
前
病
院
の
建
替

え
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
時
期
が
く
る

の
で
、
そ
の
中
で
、
同
様
の
検
討
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

よ
り
有
効
な
施
策
を
模
索
し
な
が
ら
、
医

療
・
介
護
の
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
行

く
。

回
答
　
町
長

町
内
で
は
、
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

の
間
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
や
サ
ー
ビ
ス
調

整
会
議
等
の
開
催
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
情
報
共
有
な
ど
、
質
の
高
い
連
携

が
こ
れ
ま
で
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　
島
前
地
域
の
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

と
の
連
携
、
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
島
前
地
域
の
隠
岐
島
前
病
院
と
町
村

立
診
療
所
の
一
元
化
が
な
さ
れ
た
後
の
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
化
の
進
捗

状
況
等
も
鑑
み
な
が
ら
、
将
来
的
な
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

福
祉
施
設
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

施
政
方
針
の
な
か
で
、
介
護
提
供
体
制

に
か
か
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
や
地

域
福
祉
総
合
計
画
の
策
定
を
行
う
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
昨
年
末
か
ら
福
祉
に
関
す

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

　
今
後
の
福
祉
政
策
を
行
う
上
で
、
町
民

の
意
見
を
く
み
取
り
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

大
変
良
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、

議会だより

質
問
②

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

　
医
療
Ｄ
Ｘ
で
は
、
保
健
・
医
療
・
介

護
の
各
段
階
に
お
い
て
発
生
す
る
情
報

や
デ
ー
タ
を
各
関
係
者
の
間
で
業
務
シ

ス
テ
ム
の
共
有
化
を
図
り
、
予
防
を
促

進
し
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
や
生
活
の
形
を

変
え
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
の
関
係
機
関
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
処
す
る
必
要
を
感
じ

る
が
、
こ
の
件
の
所
見
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

隠
岐
島
前
病
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
早
期
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

使
用
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
、
Ｓス

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
あ
る
い
は
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
と

い
っ
た
ア
プ
リ
を
取
り
入
れ
て
、
職
員
が

体
験
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
令
和
９
年
度
ま
で
を
対
象
と
す
る

経
営
強
化
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
プ
ラ
ン

の
中
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
院
内
に
「
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
更
に
推
進

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
介
護
関
係
で
は
、
一
昨
年
に
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
試
用

展
示
会
を
町
内
で
実
施
し
、
実
際
に
職
員

に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
身
近
に
感
じ

て
も
ら
っ
た
。
今
年
度
は
、
町
内
の
介
護

事
業
所
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
、
Ｄ
Ｘ

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
医
療
・
介
護
現
場
に
お

け
る
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
て
い
く
。

質
問
③

　
隠
岐
島
前
病
院
が
医
療
の
中
核
を
担
い
、

島
前
地
域
の
町
村
立
診
療
所
と
一
元
化
し

て
運
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

隠
岐
島
前
病
院
の
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の

中
に
お
い
て
、「
病
診
の
一
元
化
に
よ
る
連

携
強
化
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
共
同
研

修
や
医
療
機
関
間
で
の
職
員
派
遣
、
医
薬

品
な
ど
の
共
同
購
入
を
行
う
こ
と
が
可
能

な
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
の
制
度

導
入
を
検
討
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
私
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
現
場
レ
ベ

ル
で
病
診
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
町
村
立
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
長
き
に
わ
た
り
各
町
村
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、
今

後
、
海
士
町
と
知
夫
村
の
意
向
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
く
。

質
問
④

　
島
前
地
域
の
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

を
連
携
す
る
こ
と
に
つ
い
て

小島　正春
議 員
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
人
材
派
遣
型
）

の
活
用
に
つ
い
て

国
が
進
め
る
地
方
創
生
政
策
は
、
東
京

圏
へ
の
一
極
集
中
の
問
題
を
是
正
し
、
日

本
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
西
ノ

島
町
役
場
が
直
面
す
る
最
も
切
実
な
問
題

が
、
人
材
不
足
で
あ
り
、
こ
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
（
人
材
派
遣
型
）」
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
の
制
度
の
認
定
を
受
け
る
と
、
国
を

通
じ
て
、
企
業
か
ら
寄
付
を
募
る
こ
と
が

可
能
で
、
併
せ
て
人
材
が
町
に
一
時
的
に

出
向
と
な
り
、
町
は
経
費
を
抑
制
し
つ
つ
、

人
材
を
確
保
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
制
度
を
活
用
し
た
、
あ
る
自
治
体
で
は
、

企
業
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
専
門
技
術
者
を
派

遣
し
、
庁
内
の
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

質
問
①

医
療
・
介
護
分
野
の
人
材
確
保
対
策

　
本
町
に
お
い
て
、
医
療
・
介
護
分
野

の
人
材
確
保
対
策
は
、
最
大
の
課
題
で

あ
り
、
２
０
４
０
年
頃
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
足
元
の
短
期
的
な
課
題
と
共
に

２
０
２
５
年
、
２
０
３
０
年
を
目
指
し

た
施
策
に
つ
い
て
「
時
間
軸
」
を
持
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
工
程
を
提
示
願
い
た
い
。

回
答
　
町
長

現
在
、
町
内
の
様
々
な
業
種
で
、
人
材

不
足
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
医
療
・

介
護
分
野
で
は
、
他
の
業
種
に
先
駆
け
て

人
材
確
保
に
努
め
て
お
り
、
就
業
一
時
金

の
支
給
、
引
っ
越
し
費
用
の
助
成
、
職
場

体
験
に
か
か
る
旅
費
助
成
、
就
業
フ
ェ
ア

へ
の
参
加
助
成
、
養
成
校
へ
の
誘
致
訪
問
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
の
活
用
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
在
職
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
や
離
職
防
止
対
策
と
し
て
、
資
格
取
得

費
用
の
助
成
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置
助

成
な
ど
も
行
っ
て
き
て
い
る
。
併
せ
て
、

中
長
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
小
中

学
生
に
対
す
る
医
療
・
介
護
現
場
の
体
験

な
ど
、
子
供
の
頃
か
ら
将
来
の
職
業
と
し

て
意
識
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
や
、
将
来

医
療
・
介
護
の
道
を
目
指
す
高
校
生
・
専

門
学
生
・
大
学
生
等
に
対
し
て
、
全
額
免

議会だより

議
会
だ
よ
り

第
５
１
０
回
西
ノ
島
町
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

柴 田 　 輝
議 員

い
て
、
専
門
的
知
識
や
豊
富
な
事
例
を
知

る
人
材
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
は
、
総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦

略
の
策
定
の
年
に
当
た
る
の
で
、
両
計
画

の
策
定
の
過
程
で
抽
出
さ
れ
る
課
題
を
先

取
り
し
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
模
索

し
な
が
ら
、
人
材
派
遣
型
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
を
含
め
、
人
材
確
保
の

方
策
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
策
を
検
討
し

て
い
く
。

医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
か
ら
23
年
が

経
過
し
、
そ
の
間
に
は
、
大
き
な
制
度
改

正
が
順
次
あ
り
、
最
も
大
き
な
改
正
は
、

平
成
26
年
の
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

の
施
行
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
改

正
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
あ
る
。

　
今
回
の
質
問
の
主
眼
は
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
分
野
で
の
人
材
確
保
対
策
と
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
加
速
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
で
あ
る
。

仲 吉 　 正
議 員

　
本
町
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
成

長
と
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

人
材
派
遣
型
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
、
経
費
を
抑
制
し
な
が
ら
人

材
を
確
保
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
あ
た

る
有
効
な
方
法
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
「
地
域

活
性
化
起
業
人
」
と
し
て
、
大
手
民
間
企

業
２
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
人
材
派
遣

を
受
け
、
食
文
化
を
通
し
た
町
の
魅
力
発

信
や
、
観
光
商
品
の
開
発
、
誘
客
に
あ
た
っ

て
い
る
。
こ
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」

の
仕
組
み
も
、
経
費
を
抑
止
し
な
が
ら
人

材
を
確
保
し
、
外
部
の
視
点
、
民
間
の
経

営
感
覚
を
得
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に

あ
た
る
有
効
な
方
策
と
し
て
の
機
能
を
有

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
家
公
務
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ

い
て
は
、
地
方
応
援
隊
制
度
を
活
用
し
、

国
土
交
通
省
１
名
、
農
林
水
産
省
の
職
員

１
名
と
共
に
地
域
課
題
を
整
理
し
、
そ
の

解
決
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
な
ど
に
つ
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除
制
度
の
あ
る
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
も

行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
い
ま
だ
に
人
材
不
足
が
続
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も
事
業
者
と
連

携
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
、
本
町
の
介
護
分
野
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
は
、
将
来
人
口
推
計
な
ど
を
元
に

サ
ー
ビ
ス
需
要
を
予
測
し
て
検
討
し
て
い

る
。
将
来
的
に
は
隠
岐
島
前
病
院
の
建
替

え
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
時
期
が
く
る

の
で
、
そ
の
中
で
、
同
様
の
検
討
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

よ
り
有
効
な
施
策
を
模
索
し
な
が
ら
、
医

療
・
介
護
の
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
行

く
。

回
答
　
町
長

町
内
で
は
、
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

の
間
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
や
サ
ー
ビ
ス
調

整
会
議
等
の
開
催
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
情
報
共
有
な
ど
、
質
の
高
い
連
携

が
こ
れ
ま
で
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　
島
前
地
域
の
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

と
の
連
携
、
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
島
前
地
域
の
隠
岐
島
前
病
院
と
町
村

立
診
療
所
の
一
元
化
が
な
さ
れ
た
後
の
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
化
の
進
捗

状
況
等
も
鑑
み
な
が
ら
、
将
来
的
な
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

福
祉
施
設
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

施
政
方
針
の
な
か
で
、
介
護
提
供
体
制

に
か
か
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
や
地

域
福
祉
総
合
計
画
の
策
定
を
行
う
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
昨
年
末
か
ら
福
祉
に
関
す

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

　
今
後
の
福
祉
政
策
を
行
う
上
で
、
町
民

の
意
見
を
く
み
取
り
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

大
変
良
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、

議会だより

質
問
②

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

　
医
療
Ｄ
Ｘ
で
は
、
保
健
・
医
療
・
介

護
の
各
段
階
に
お
い
て
発
生
す
る
情
報

や
デ
ー
タ
を
各
関
係
者
の
間
で
業
務
シ

ス
テ
ム
の
共
有
化
を
図
り
、
予
防
を
促

進
し
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
や
生
活
の
形
を

変
え
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
の
関
係
機
関
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
処
す
る
必
要
を
感
じ

る
が
、
こ
の
件
の
所
見
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

隠
岐
島
前
病
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
早
期
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

使
用
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
、
Ｓス

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
あ
る
い
は
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
と

い
っ
た
ア
プ
リ
を
取
り
入
れ
て
、
職
員
が

体
験
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
令
和
９
年
度
ま
で
を
対
象
と
す
る

経
営
強
化
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
プ
ラ
ン

の
中
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
院
内
に
「
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
更
に
推
進

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
介
護
関
係
で
は
、
一
昨
年
に
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
試
用

展
示
会
を
町
内
で
実
施
し
、
実
際
に
職
員

に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
身
近
に
感
じ

て
も
ら
っ
た
。
今
年
度
は
、
町
内
の
介
護

事
業
所
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
、
Ｄ
Ｘ

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
医
療
・
介
護
現
場
に
お

け
る
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
て
い
く
。

質
問
③

　
隠
岐
島
前
病
院
が
医
療
の
中
核
を
担
い
、

島
前
地
域
の
町
村
立
診
療
所
と
一
元
化
し

て
運
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

隠
岐
島
前
病
院
の
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の

中
に
お
い
て
、「
病
診
の
一
元
化
に
よ
る
連

携
強
化
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
共
同
研

修
や
医
療
機
関
間
で
の
職
員
派
遣
、
医
薬

品
な
ど
の
共
同
購
入
を
行
う
こ
と
が
可
能

な
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
の
制
度

導
入
を
検
討
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
私
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
現
場
レ
ベ

ル
で
病
診
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
町
村
立
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
長
き
に
わ
た
り
各
町
村
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、
今

後
、
海
士
町
と
知
夫
村
の
意
向
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
く
。

質
問
④

　
島
前
地
域
の
医
療
機
関
と
高
齢
者
施
設

を
連
携
す
る
こ
と
に
つ
い
て

小島　正春
議 員


